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小柴 直樹（こしば なおき）1961年東京都生まれ。

一般財団法人世田谷トラストまちづくり 常務理事。

1987年世田谷区入所・2023年世田谷区退職。（36年間勤務）

太子堂、大蔵、下北沢、明大前、下高井戸などの街づくりを担当。

著書『人をつなぐ街を創る』（花伝社）にて、

「誰も置き去りにしない街づくりの心得」を提唱、

自らの造語「行政参加」に力を入れた街づくりの普及活動中。

一級建築士・建築主事・宅地建物取引士。
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社会動向

1975 区長公選制実施

1980 地区計画制度創設

1992 都市マスタープラン

1994 行政手続法施行

2000 地区計画素案申出

2002 都市計画提案

街づくり条例の動向

1982 街づくり条例制定

（地区計画策定手続き規定）

1995 街づくり条例改正

（地区街づくり計画届出規定）

2010 街づくり条例改正

（地区計画素案申出規定）

（区民街づくり協定創設）

世田谷区街づくり条例の制定・改正



世田谷区街づくり条例

第１章 総則

基本理念／区・住民・事業者の責務

第２章 街づくりに関する方針等の策定

都市整備方針等の策定（都市計画マスタープラン）

地区街づくり計画の策定（原案の提案・策定手続）

地区計画等の案の作成（案の作成手続・素案の申出）

街づくり誘導指針の策定

第３章 街づくりの推進等

街づくり誘導地区／街づくり推進地区

第４章 良好な建築構想の誘導

建築構想の調整等

第５章 街づくりの支援

区民街づくり協定／街づくり活動の支援



世田谷区街づくり条例



世田谷区街づくり条例



下北沢駅周辺地区の街づくりの変遷

1946 都市計画道路補助線街路第54号線 計画決定

1964 都市高速鉄道第９号線（小田急線） 計画決定

2003 小田急線構造形式（地下化） 変更決定

世田谷区画街路第10号線（駅前広場） 計画決定

2006 下北沢駅周辺地区地区計画 決定

小田急線連続立体交差事業・駅前広場 事業認可

2014 世田谷区小田急線上部利用計画 策定

北沢デザイン会議 開始（現在10回）

2015 北沢デザインガイド 発行

2016 北沢ＰＲ戦略会議 開始

2019 小田急線連続立体交差事業 完了

小田急線上部利用の街づくり



小田急線連続立体交差事業



下北沢駅周辺地区 道路計画

補助線街路第54号線・世田谷区画街路第10号線（駅前広場）



下北沢駅周辺地区地区計画



下北沢駅周辺地区地区計画



小田急線上部利用計画



整備状況

北沢タウンホールから新宿方面展望



整備状況

2023.7 現在 施設整備状況



北沢デザイン会議



北沢デザイン会議

情報提供・意見交換



北沢デザイン通信
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北沢デザイン通信



北沢デザイン通信



北沢デザイン通信



上部利用デザインワークショップ



北沢デザインガイド



北沢デザインガイド



北沢デザインガイド



駅前広場ワークショップ

下北沢駅



駅前広場ワークショップ

東北沢駅 世田谷代田駅



世田谷代田駅 駅前広場ワークショップ



世田谷代田駅 駅前広場ワークショップ



世田谷代田駅 駅前広場ワークショップ



駅前広場 整備状況

東北沢駅 世田谷代田駅



広場整備ワークショップ（代田富士356広場）

整備後 開園セレモニー



広場整備ワークショップ（代田富士356広場）



広場整備ワークショップ（代田富士356広場）



広場整備ワークショップ（北沢さんきゅう広場）

整備後 ワークショップ



広場整備ワークショップ（北沢さんきゅう広場）



広場整備ワークショップ（北沢さんきゅう広場）



北沢ＰＲ戦略会議
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北沢ＰＲ戦略会議



北沢ＰＲ戦略会議



北沢ＰＲ戦略会議

全体会議・報告会



下北沢駅前仮設広場 案内所

イベント活用・ボランティアによるライブ



まちピアノプロジェクト

世田谷代田駅構内での開催



◆住民参加と情報開示の仕組み

北沢デザイン会議 区主催（経過報告・意見交換）
➡ 北沢デザイン通信 発行

北沢ＰＲ戦略会議 区民主催（部会・全大会議・報告会）
➡ かわら版 発行

小田急線上部利用の参加のデザイン

◆ワークショップの開催

上部利用デザインワークショップ（北沢デザインガイド）
下北沢駅 駅前広場ワークショップ 提案書
東北沢駅 駅前広場ワークショップ
世田谷代田駅 駅前広場ワークショップ
代田富士356広場 ワークショップ
➡ 代田みごろ花植え隊 結成

北沢さんきゅう広場 ワークショップ
➡ やまぼうし 結成



シモキタリングまちづくり会議



シモキタリングまちづくり会議



北沢ＰＲ戦略会議 ➡ シモキタリングまちづくり会議



シモキタ園藝部設立までの経緯

グリーンライン下北沢（2011年 結成）
小田急線上部に誕生する新たな公共空間について、環境

に配慮した空間として考えていくNPO法人
（勉強会・ワークショップ・シンポジウム等の開催）

シモキタ緑部会（2016年 発足）
北沢ＰＲ戦略会議（シモキタリングまちづくり会議）に

結成された部会のひとつ

シモキタ園藝部（2020年 設立）
世田谷区の北沢・代沢・代田地域を主なフィールドに、

まちの植物を守り育てていくことを目的として設立された
小田急線上部の植栽管理を行う一般社団法人
（公益信託世田谷まちづくりファンドの活用）
（第43回 緑の都市賞 内閣総理大臣賞）



小田急線上部のみどり



関連図書

北沢デザイン通信
特集号
（世田谷区発行） 造景2022

出版記念シンポジウム
【YouTube公開】

建築ジャーナル
No.1353
2024年 4月号

雑誌 特集号
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１ 反対者を認めるためのプロセス

反対者の意見を聴くことは無駄ではない

北沢ＰＲ戦略会議・明大前街づくり学校

２ 新たな関係が創り出すソーシャルキャピタル

人と人との関係を紡ぐ仕組みの数々

エリアマネジメント・プレイスメイキング

３ 情報開示がもたらす関係の変化

徹底した情報開示でしか行政は信頼を得られない

街づくりアドバイザー・ワークショップアイテム

４ 行政参加の必要性

将来像を描くために残された課題

行政計画の限界・地域力の醸成

信頼関係の構築と合意形成



１ 正義はひとつではない

退けられる反対意見に耳を傾ける努力をする

２ 情報量を合わせる努力をする

すべての人が同じ情報を得た瞬間に物事を決める

３ パートナーとしての関係性を創る

相手を思いやる水平関係が信頼関係を創る

４ 価値観を尊重したプロセスを組む

個人や組織が持つアイデンティティを尊重する

５ 今の仕組みを疑う心を持つ

目の前の壁を越えるためにアイデアを出し合う

キーワード：情報開示・行政参加

誰も置き去りにしない街づくりの心得



太子堂２・３丁目地区（修復型街づくり）

道路整備の考え方



太子堂２・３丁目地区（三太通り沿道会議）



明大前駅周辺地区（明大前街づくり学校）



明大前街づくり学校（交通計画ゼミ）



下高井戸駅周辺地区（街づくり協議会主催WS）



下高井戸駅周辺地区（しもたかブック）



都市計画道路補助216号線沿道地区（道路計画）



放射２３号線沿道地区（様々なアイテムの活用）



行政 国・地方公共団体（都道府県・市町村）
中央集権国家「由らしむべし、知らしむべからず」

参加 説明会・公聴会・意見書提出
参画 ワークショップ・街づくり協議会
協働 エリアマネジメント・プレイスメイキング

1968（昭和43）年 都市計画法公布
1980（昭和55）年 地区計画制度創設
2000（平成12）年 「地区計画等の案の申出」創設
2002（平成14）年 「都市計画の決定等の提案」創設

1994（平成６）年 行政手続法施行・行政指導規制
1998（平成10）年 特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）公布
2000（平成12）年 地方分権一括法施行

都市計画にみる住民参加の歩み



◆道路を整備してもしなくても双方にデメリットがある。
安全性の向上のために道路整備を推進すると、地域分断や
商店街消滅といった副作用が発生する。

◆行政の思い
地権者に平等に対応して道路整備を推進したい。
苦情が少なく管理のしやすい道路を整備したい。

◆住民の思い
住み慣れた地域に住み続けたい。
この地域で今まで通りに商売を続けたい。

◆行政の思いと住民の思いの双方が満たされる道路整備と
はどうすれば良いのだろうか？

道路整備について思うこと



街づくりの目的

１ 快適な都市環境の整備

２ コミュニティの体力向上

３ 地域共生社会の実現

行政の心得

１ 価値観の共有

２ 支援の姿勢

住民の心得

１ 行政計画の理解

２ 街づくりへの協力

シビックプライド（誰も置き去りにしない結果）



ご清聴ありがとうございました


